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漢文入門
前期

訓読に親しむ

矛盾

高等学校　改訂版　新編国語総合（第一学習社）

単元名

数の不思議に魅せられて

古文入門

故事成語
五十歩百歩

文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意図をとらえたりするこ
と。

評価方法

目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

後期

単元名

幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ方、考え方を豊にしたりすること。

単元テスト

授業中の発言や質問、プリント作成等、積極的に取り組んでいるか。

人間の風景
「ネットの時代」をどう生きるか

羅生門小説を読む（二）

鳩と蟻のこと

挨拶上手

話題について様々な角度から検討し、自分の考えを持ち、論理的に意見を述べること。

文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。

優れた表現に接しその条件を考えたり、自分たちの書いた文章に対し自己評価や相互評価を行って表現
の向上を図る。

生活体験文

指
短歌の世界
小説を読む（一）

大切の言葉

授業プリントなどの提出物がきちんとされているか。

教材名

児のそら寝

国語学習の心構え
表現の実践
新しい出会い

基本的・基礎的な内容を重視し、生徒の能力や興味・関心に応じた素材の工夫や、学習の展開を構想する。

古文に親しむ

表現の実践 手紙の書き方

国語総合シラバス

文章の構成を工夫して、自分の考えを的確に表現したり、描写を工夫するなどして適切な表現を考えて
書くこと。

　国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
す。心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。また「読むこと・話すこと・書く
こと」の基本をきちんと身につけさせる。

配慮事項

学習の到達目標

授業の内容と評価の方法

相手の立場や考え方を尊重して、課題解決のための話し合いを持つこと。

目的に応じ題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書くこと。

使用教科書

文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。

古典の詩歌 古典の和歌を現代語で書き換える

令和5年度

話し合いの内容や表現方法についての自己評価や相互評価を行い、ものの見方、感じ方、考え方を豊か
にすること。

書くこと

読むこと

現代と社会

文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。

教材名

図書館を積極的に活用し、辞書などを用いた調べ学習にも力を入れる。
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単元名

よだかの星

故事成語

竹取物語

詩の楽しみ
古文に親しむ

道程　小景雨情

人はなぜ仕事をするのか

生活の中の表現

物語を楽しむ

生活体験文

児のそら寝

前期

日本語のこころ

「ネットの時代」をどう生きるか

国語学習の心構え
表現の実践

優れた表現に接しその条件を考えたり、自分たちの書いた文章に対し自己評価や相互評価を行って表現
の向上を図る。

後期

単元名

幅広く本や文章を読み、情報を得て用いたり、ものの見方、感じ方、考え方を豊にしたりすること。

単元テスト

授業中の発言や質問、プリント作成等、積極的に取り組んでいるか。

小説を読む

教材名

スピーチをする一年を振り返って

基本的・基礎的な内容を重視し、生徒の能力や興味・関心に応じた素材の工夫や、学習の展開を構想する。

現代と社会
漢詩の鑑賞 唐詩の世界

狐借虎威

使用教科書

文章の内容や形態に応じた表現の特色に注意して読むこと。

文章の構成や展開を確かめ、内容や表現の仕方について評価したり、書き手の意図をとらえたりするこ
と。

評価方法

目的や場に応じて、効果的に話したり的確に聞き取ったりすること。

高等学校　改訂版　新編国語総合（第一学習社）

文章の構成を工夫して、自分の考えを的確に表現したり、描写を工夫するなどして適切な表現を考えて
書くこと。

　国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力や想像力を伸ば
す。心情を豊かにし、言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。また「読むこと・話すこと・書く
こと」の基本をきちんと身につけさせる。

配慮事項

学習の到達目標

授業の内容と評価の方法

相手の立場や考え方を尊重して、課題解決のための話し合いを持つこと。

目的に応じ題材を選び、文章の形態や文体、語句などを工夫して書くこと。

話題について様々な角度から検討し、自分の考えを持ち、論理的に意見を述べること。

文章の内容を叙述に即して的確に読み取ったり、必要に応じて要約や詳述をしたりすること。

令和5年度

話し合いの内容や表現方法についての自己評価や相互評価を行い、ものの見方、感じ方、考え方を豊か
にすること。

書くこと

読むこと

社会と人間

文章に描かれた人物、情景、心情などを表現に即して読み味わうこと。

教材名

図書館を積極的に活用し、辞書などを用いた調べ学習にも力を入れる。

国語総合シラバス

授業プリントなどの提出物がきちんとされているか。


